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回転円盤の触的錯覚に及ぼす時間要因の分析

近畿大学渡辺功

AnalysisoftemporalfactorafTectinghapticillusionofarotateddisk
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Twenty-fbursubjectsexperiencedCormack1sillusionbyrotatingadiskusingfingerso｢bothhandswithsome
pausesinserteｄｄｕｒｉｎｇｔｈｅｒｏｔａｔｉｏｎ・Variablesweredurationsfbrrotatingadiskandpause、Theillusionmagnitude
wasmeasuredjustbefbreeachpauseThefirstexperimentshowedthattheillusionmagnitudedecreasedwith
increasingthepause・ThesecondexperimentshowedthattherewasnodilYerenceinillusionmagnitudebetween
5-and20-seconｄｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｏｆｐａｕｓｅｆｂｒ２０－ｓｅｃｏｎdrotatingduration，althoughthemagnitudewassmallerFor
ZO-secondpausethanthaMbr5-secondpauseundertheconditionof5-secondrotatingdurationTheexperiment
alsoshowedthatthefinalmagnitudedidnotdependonwhetherthemagnitudewasmeasuredeveryfiveseconds
oｒｏｎｌｙｏｎｃｅａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｒｏｔａｔｉｏｎＴｈｅｒｅｓｕｌｔｓｉｎｄｉｃａｔｅｔｈａｔｐａｕｓｅｄｕringrotationcontributestorecovering
hromadaptatioｎｄｕｅｔｏｔｂｅｒｏｔａｔｉｏｎａｎｄｔｈａｔｔｈｅｅｆｆｂｃｔｏｆｐａｕｓｅｄｅｐｅｎｄｓｏｎｔｈｅｄｕｒａtionofrotationTheresults
aIsoiｎｄｉｃａｔｅｔｈａｔｔｈｅｉｎｃｒｅａｓｉｎｇｉⅡｕｓｉｏｎｍａｇｎｉｔｕｄｅｗｉｔｈｔｉｍｅｉｓｎｏｔａｎａｒｍａｃｔｄｕｅｔｏｔｈｅｍｅｔｈｏｄｏｆｍｅａｓｕｒｉｎｇｔｈｅ
ｍａｇｎｉｔｕｄｅ

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：tactualperception，Cormack，ｓｉｌｌｕｓｉｏｎ，duration，pause，adaptation

貨の横幅は，順応している横幅の平均値より大きく感

じられる．その結果，硬貨の変形が生起するという．

渡辺(1980)は，両手に与える効果を考慮した種々の

刺激を使用した実験を行い，Cormack(1972)の触的錯

覚の主要因は，ほぼ仮説ｌの指摘するとおり，硬貨を

持つ指にあることを確認した．

さて，この錯覚は硬貨を回転する持続時間の経過と

ともに，最初３０秒間急増し，更に漸増する．この事

実から，Cormack(1972)の錯覚における順応効果は時

間経過に伴って加重されると考えられるが，時間経過

とともに単純に加算されるとは考えられない．本研究

では，回転と休憩を交互に繰り返す実験条件を設定し

た実験を行うことにより，Cormack(1972)の触的錯覚

に及ぼす順応効果を時間的側面から明らかにすること

を目的とする．

また，Cormack(1972)の触的錯覚を測定したこれま

での実験手続き(Cormack，１９７２；渡辺，1980)におい

ては，６０秒経過後の最終錯覚量に到達する以前に，

常に数回以上の口頭報告が求められている．従って，

これまでに獲得された最終錯覚量は，時間経過に伴う

触的な順応の加重効果に加えて，口頭報告による加重

効果をも含んでいる可能性がある．つまり，最終錯覚

を報告するに先立つ５秒ごとの報告が，触的順応効果

を増加させたことも考えられる．本研究は，この可能

性を検討することをも目的とする．

CormacMl972)は次のような触的錯覚の現象を報告

した．目を閉じ，硬貨を立てて上端を左手の人さし指

で，下端を親指で支え，右手の親指で硬貨の手前の端

を押し，人さし指で反対側の端を引くことによって回

転運動させる．この回転運動を続けると，硬貨は垂直

な回転軸方向が縮む，あるいは軸と直角方向に伸長し

て横長の楕円状の形に感じられてくる．その錯覚量は

最初の３０秒間急増し，以後更に３０秒間漸増する．

この錯覚は，回転運動を停止したり硬貨を見つめた

ときには完全に消失する．また，硬貨が大きく，回転

速度が大きいほど錯覚量が増加し，硬貨の厚さが増す

と錯覚量は減少する(CormackJ972；渡辺，1980)．

回転持続に伴う触的錯覚量の時間的な変動曲線が，

視覚的な図形残効(Ｈａｍｍｅｒ，1949)や運動感覚的な図

形残効(Singer＆Day，1965)の変動曲線に類似してい

ることから，Cormack(1972)はこの現象を順応過程に

よるものと考え，これを説明するために二つの仮説を

立てた．すなわち，触的錯覚の原因が，円盤を持つ指

の順応にあるものと考える仮説１，および，円盤を回

転する指の順応にあるものと考える仮説Ｚである．仮

説ｌによると，硬貨を持つ指が，硬貨の回転に伴って

その端に圧迫されねじ込まれることに順応し，硬貨の

縦幅が縮小して感じられる．その結果，硬貨の変形が

生起するという．仮説２によると，回転させる指が，

硬貨の厚さと硬貨の直径の平均値に対して順応し，硬
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よう求めた．５秒回転５秒休止を５－５条件，５秒回転

１０秒休止を５－１０条件，５秒回転１５秒休止を５－１５条

件とし，各条件ともこれらの動作を繰り返すよう求め

た．いずれの条件においても，回転持続の総時間は

６０秒であった．

休憩挿入の３条件のもとで１回ずつの試行をランダ

ムな順で被験者に求め，続いて，これら３条件のうち

最初に試行した条件のもとで，更に１回の試行を求め

た．例えば，ある被験者には，５－１０条件，５－１５条件，

5-5条件，５－１０条件の順で求めるといったように，で

ある．合計４回の試行のうち，第１試行を練習試行，

残り３回の試行を本試行とした．

半数の被験者はｃ条件，休憩挿入条件の順序で，

残りの被験者は逆の１１項序で試行を求められた．試行順

序の効果は被験者間でカウンターバランスした．各試

行間には２分間の休憩を置いた．

被験者本錯覚に関して未経験な，男性１１名女性

１名の右利きの大学生であった．

結果

錯覚量は，被験者の選んだ比較図形の番号数から１

を引き，それを１０倍したもの，すなわち縦軸に比べ

て横軸方向に伸びて感じられた比率をパーセント表示

したものを用いた．実験２においても同様の仕方で錯

覚量を算出した．

各被験者の回転速度の平均は毎分40.1(ＳＤ＝４０)回

転であった．四つの各条件ごとの，６０秒間の錯覚量

の変動の様子をFigurelに示す．

図より，いずれの条件においても，回転持続の時間

的経過とともに錯覚量が増加して行くのがわかる．し

かし，時間経過に伴う錯覚量の変化の様子は，条件に

よって若干異なる．５－１５条件の錯覚量は全般的にほ

かの３条件より小さい傾向がある．一方，Ｃ条件の錯

覚量はほかの条件に比べて大きく，時間経過に伴って

順調に増加している．５－５条件と５－１０条件の錯覚量
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実験１

回転と休憩を交互に繰り返す実験事態において，回

転時間を５秒に固定したまま，休憩時間を５秒，１０

秒，１５秒と変化させたときの，回転持続の時間的経

過に伴う錯覚量の変化を調べることを目的とする．

方法

刺激材料次のように作成した比較図形を用意し

た．直径３０ｍｍの円と，この円を縦に２分してでき

る半円を３ｍｍステップで左右に離し，その間を直

線で補間した横長の楕円状の形を１２個(横の総延長が

３３ｍｍから６６ｍｍ)つくり，縦２６ｃｍ×横３６ｃｍの

画用紙上に順に描き並べた．それぞれの形には円をI

とし，以下横幅が最大の１３まで順に番号を書いた．

この用紙をボードに張りつけ，被験者から見て垂直か

ら３０.後方に傾けて机上に設置できるようにした．

練習試行用の刺激として直径２０ｍｍ厚さ２ｍｍの

円盤と，本試行用の刺激として直径３０ｍｍ厚さ２

ｍｍの円盤，の計２種類の真楡製の円盤を用意した．

手続き暗室内で机上を照明し，被験者を，机をは

さんで実験者と相対して着席させた．まず，練習用の

円盤を用いてCormack(1972)の錯覚を経験させた．

被験者は両ひじを机の上につけた状態で，円盤を立て

て左手の親指と人さし指でささえ，右手の親指で押

し，人さし指で円盤を手前に引くという動作を繰り返

しながら，３０秒間回転した．その間，実験者は被験

者の回転数を数え，この回転数を２倍したものを毎分

の回転速度として記録した．この期間中に錯覚の報告

がない場合には，この錯覚について説明した後，もう

一度被験者に３０秒間回転を求めた．

次に，比較図形を机上に設置した．被験者に，本試

行用の円盤を用いて，練習用の円盤の場合と同じ等速

度で円盤を６０秒間回転させた．開眼のまま，比較図

形も円盤も見ないで指に感じる形だけに注意するよう

教示した．視点の位置についての特別の指示は与えな

かった．

コントロール(以下ｃと略す)条件においては，テ

ープレコーダーから５秒ごとのクリック音が聞こえる

たびに，回転運動を続行したまま，その直前に指に感

じられた形に最も近いものを比較図形から選び，その

番号を口頭報告するよう被験者に求めた．ｃ条件のも

とで，１回の練習試行に続いて１回の本試行を求め

た．

休憩挿入の３条件においては，テープレコーダーか

らブザー音が聞こえる５秒間回転を続け，ブザーの停

止期間中回転を止め円盤を左手に保持し続ける，とい

う動作の繰返しを被験者に求めた．そして，ブザーの

停止とともに，その直前に指に感じられた形に最も近

いものを比較図形から選び，その番号を口頭報告する
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ＦｉｇｕｒｅｌＴｈｅｉｌｌｕｓｉｏｎｍａｇｎｉｔｕｄｅａｓａfunctionofrotat‐
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Tablel

Theresultsofanalysiso「varianceandlowertestbyFisher､sleastsignihcantdiHerence（ＬＳＤ）

Ｉｂｒｅａｃｈｐａｉ「ｏ「condi[ｉｏｎｓｏ「pauselb「eachadditivedurationu）

AdditiveDuration(５）

５１０１５２０２５３０３５４０４５５０５５６０

Ｆ(be[､subj）’５０４１２．６６１３７５２ユ３８２１．０３１９０５２３８１２２．６１２４３７２８.２８２４．８４３１．０６
＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

ノブ

Ｆ(bet・ｃｏｎｄ）１４０１００２０６５２８１０５１５．６３９８８１１．５９１４２９２６．２７２３．２８３７．２４

＊＊ ＊＊＊

ノブ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ＬＳＤ0.548０．７５４0.908１．２１７１．２１７０．６９１0.836０．６７１ｏ６２６

ｐａｉｒｏｆｃｏｎｄ

ＣｖＳ，５－５＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ＣＶＳ、５－１０＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ＣＶＳ、５－１５＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

S－５ｖｓ５－１０＊

５－５Ｖs、５－１５＊＊＊＊＊＊

５－１０Ｖ５．５－１５＊＊＊＊＊

＊β＜､05,＊＊ｐ＜０１，＊＊＊〃＜・ＯＯｌ

ａ）Ｔｅｓｔｗａｓｐｅ｢ｆｏｒｍｅｄｏｎｌｙＩｂｒｔｈｅａｄｄｉｔｉｖｅｄｕｒationwhereasignihcanｔｅＨｂｃｔｈａｄｂｅｅｎｏｂｔａｉｎｅｄａｍｏｎｇｔｈｅｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｂｙ

ananaIysisMvariance．

'よZ０秒経過時点までＣ条件とほぼ等しいが，以後，

錯覚量はＣ条件ほど伸びず，５－１５条件との違いは明

らかでない．４５秒経過時点から三つの挿入条件間で

錯覚量の違いが明らかとなる．６０秒経過後の最終錯

覚量を比較すると，休憩時間が長くなるにつれて錯覚

量が小さくなっていることがわかる．

５秒から６０秒までの各経過時点ごとに，錯覚量の

データを用いて，四つの条件間で分散分析を求め，有

意差の見られた経過時点においては，更にＬＳＤ法に

よる下位検定を行った．その結果をＴａｂｌｅｌに示す．

統計処理の結果も上の記述を支持する．どの経過時点

においても，個人差に関して有意差が見られた．

実験２

実験ｌでは，回転途中に挿入する休憩時間が，錯覚

量を減少させる効果をもつことがわかった．しかも，

休憩時間が長いほど，その効果も大きかった．一般

に，順応する時間が長くなるほど，その効果は蓄積さ

れる．もし，順応の効果が本現象の錯覚量に反映され

るのであるならば，硬貨の回転時間を長くすることに

よって，休憩時間による効果は異なることが予測され

る．

本実験では，実験ｌと同様の実験事態において，回

転時間を５秒あるいは２０秒に，休憩時間も５秒ある

いは２０秒に変化させたときの，回転持続の時間的経

過に伴う錯覚量の変化を調べることを目的とする．ま

た，最終錯覚に到達する途中に錯覚量についての口頭

報告を求めることが，錯覚量に効果をもつかどうかを

調べることをも目的とする．

方法

刺激材料実験ｌで使ったと同じ，比較図形と円盤

を用いた．

手続きCormack(1972)の錯覚を被験者に経験させ

た後，円盤を用いて実験に入った．以下に記述したほ

かの手続きは実験ｌと同様であった．

次の二つのコントロール条件のもとで試行を求め

た．コントロールａ(以下Ｃ－ａと略す)条件において

は，実験１のｃ条件と同じやり方に従った．コント

ロールｂ(以下Ｃ－ｂと略す)条件においては，６０秒間

円盤を回転し続け，終了合図とともにその直前に指に

感じられた形に最も近いものを比較図形から選び，そ

の番号を口頭報告するよう被験者に求めた．C-a，Ｃ－

ｂの各条件のもとで，それぞれ，１回の練習試行に続

いて１回の本試行を求めた．半分の被験者はＣ－ａ条

件，Ｃ－ｂ条件の順序で，残りの被験者は逆の順序で

試行を求められた．

休憩挿入の４条件においては，ほぼ実験１と同じや

り方に従ったが，回転時間と休止時間が条件によって

以下のように違っていた．５－５条件では，５秒回転５

秒休止，５－２０条件では，５秒回転２０秒休止，２０－５条

件では，２０秒回転５秒休止，２０－２０条件では，２０秒

回転２０秒休止の動作の繰返しをそれぞれ求めた．い

ずれの条件においても，回転持続の総時間は６０秒で

あった．

休憩挿入の４条件のもとで１回ずつの試行をランダ
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ムな順で被験者に求め，続いて，これら４条件のうち

最初に試行した条件のもとで更に１回の試行を求め

た．例えば，ある被験者には，５－５条件，20-20条件，

5-20条件，２０－５条件，５－５条件の順で求めるといっ

たように，である．合計５回の試行のうち，第１試行

を練習試行，残り４回の試行を本試行とした．

被験者本錯覚に関して未経験な男性１２名の右利

きの大学生であった．

結果

各被験者の回転速度の平均は毎分３８６(S、＝３９)回

転であった．C-a条件と四つの休憩挿入条件の各条件

ごとの60秒間の錯覚量の変動の様子，およびＣ－ｂ条

件の錯覚量をFigure2に示す．

図より，いずれの条件においても，回転持続の時間

的経過とともに錯覚量が増加して行くのがわかる．し

かし，時間経過に伴う錯覚量の変化の様子は，条件に

よって若干異なる．２０－５条件，２０－２０条件および，5-

5条件の錯覚量は，回転開始２０秒経過した時点にお

いてＣ－ａ条件と等しいが，その後，錯覚量がＣ－ａ条

件ほど増加しないことがわかる．しかも，２０－５条件，

20-20条件および，５－５条件の錯覚量はどの経過時点

においてもほとんど錯覚量に違いが見られず，４０秒

経過以後Ｃ－ａ条件より小さい．５－２０条件の錯覚量は，

20秒，４０秒，６０秒のいずれの経過時点においてもほ

かの４条件より小さい．Ｃ－ｂ条件の錯覚量を６０秒経

過後のＣ－ａ条件と比較すると，ほとんど違いは見ら

れない．

５秒から６０秒までの各経過時点ごとに，錯覚量の

データを用いて条件間で分散分析を求めた．実際に

は，６０秒では六つの条件間で，２０秒と４０秒ではＣ－

ｂ条件を除く五つの条件間で，５秒，１０秒，１５秒，

25秒，３０秒，３５秒，４５秒，５０秒，および55秒では

C-a，５－５，および５－２０の三つの条件間で分散分析を

行った．有意差の見られた経過時点においては，更に

LSD法による下位検定を行った．その結果をTableＺ

に示す．統計処理の結果も上の記述を支持する．ま

た，４５秒を除くすべての経過時点において，個人差

に関して有意差が見られた．

考察

いずれの条件においても，回転持続の時間的経過に

伴って錯覚量が増加することがわかった．実験ｌよ

り，回転時間を５秒に固定したまま，休憩時間を５

秒，１０秒，１５秒と変化させたとき，休憩時間の増加

に伴って錯覚量の伸びは減少することがわかった．す

なわち，休憩を挿入しないｃ条件の錯覚量は時間経

過に伴って順調に増加して行くのに対し，三つの休憩

挿入条件の錯覚量は２０秒経過時点から錯覚量の増加

量が減じて行く．２０秒経過時点で５－１５条件の錯覚量

だけがほかの３条件より小さい．２５秒経過時点以後，

三つの休憩挿入条件の錯覚量は等しく，しかもＣ条

件より小さい．４５秒の経過時点以後，休憩挿入条件

間の錯覚量の違いが再び明らかとなった．６０秒の回

転持続後の最終錯覚量を比較したところ，ｃ条件，5-

5条件，５－１０条件，５－１５条件の順で減少した．

以上の結果から，指に生じた触覚的な順応効果が時

間経過に伴って蓄積されるものであると考えられる．

しかし，回転途中に挿入する休憩時間はその順応から

回復させる効果をもち，そのような回復効果は休憩時

間が長くなるほど大きいものと考えられる．

実験２より，錯覚量に見られる休憩時間の効果は，

回転時間に依存することがわかった．６０秒経過後の

最終錯覚量を比較すると次のとおりであった．回転時

間が20秒で休憩時間が５秒である20-5条件と，同じ

回転時間で休憩時間が20秒である20-20条件間に休

憩時間による錯覚量の違いは見られなかった．一方，

回転時間が５秒で休憩時間が20秒である５－２０条件の

錯覚量は，同じ回転時間で休憩時間が５秒である５－５

条件より小さいことがわかった．

また，条件間の錯覚量の違いは，回転持続の時間経

過に伴って顕著となることがわかった．すなわち，休

憩を挿入しないＣ－ａ条件の錯覚量は時間経過に伴っ

て順調に増加して行くのに対し，休憩挿入条件の錯覚

量は増加量が減じて行く．5-2o条件の錯覚量は，１０

秒経過時点以後Ｃ－ａ条件より小さい．２０秒の経過時

点で，Ｃ－ａ条件，２０－５条件，20-20条件および，５－５

条件の錯覚量はほぼ等しく，5-20条件の錯覚量は最

も小さい．４０秒経過以後，２０－５条件，20-20条件お

よび，５－５条件の錯覚量はほぼ等しく，しかもＣ－ａ条

件より小さい．5-20条件の錯覚量は最も小さい．

２０－５条件と20-20条件の錯覚量がほぼ等しく，し

かも回転持続の時間経過に伴って増加する結果から，
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Table2

Theresultsofanalysiso「varianceandlower[es（byFishersIeastsignificantdiHerence（ＬＳＤ）

ｌｂｒｅａｃｈｐａｉｒｏ「duration-pausecondi[ionMbreachadditivedurationa)b）

AdditiveDuration(s）

５１０１５２０２５３０３５４０４５５０５５６０

Ｆ(bet・subj.）６．２２５．２６７．６８５９８３．７８２９４２．５０６．５７２０８３．４２２９６８．３３
＊ ＊＊＊ ＊＊＊

ノブ＊＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊

Ｆ(bet・ＣＯ､。）０．０９３．８０７６８４３０８９３９９１１６６０１４」３２２３９２９９２４３３５２５．５０
＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

ノブ

ＬＳＤ0.440０．６１９0.6380.6480.729０９９１０６２１0.7770.947０．９９１Ｏ９３９

Ｐａｉｒｏ「ｃｏｎｄ

Ｃ－ａｖＳＣ－ｂ

Ｃ－ａｖＳ５－５＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Ｃ－ａｖＳ５－２０＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Ｃ－ａｖｓ、２０－５＊＊＊

Ｃ－ａｖＳ２０－２０＊＊＊

Ｃ－ｂｖｓ、５－５＊＊

Ｃ－ｂｖＳ、５－２０＊＊

Ｃ－ｂｖｓ，２０－５＊＊

Ｃ－ｂｖＳ２０－ＺＯ＊＊

S-5vs、５－２０＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

S－５ｖＳＺＯ－５

５－５Ｖ５．２０－２０

S-ZOvs、２０－５＊＊＊＊

S-20vS20-20＊＊＊＊

Z0-5vs20-20

＊β＜､０５，＊＊ｐ＜０１，＊＊＊ｐ＜ＯＯＩ

ａ）ＴｅｓｔｗａｓｐｅｒＩｂｒｍｅｄｏｎｌｙ(ｂｒ［headditivedurationwhereasignihcanｌｅＨｅｃｔｈａｄｂｅｅｎｏｂｔａｉｎｅｄａｍｏｎｇｔｈｅｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｂｙ

ａｎａｎａｌｙｓｉｓｏ「variance．

b）ＴｅｓｔｗａｓｐｅｒＩｂｒｍｅｄＩｂｒａⅡpairsIbr60s,allpairsexceptC-brelatedpairｓＩｂｒ２０ａｎｄ４０ｓ,andthreepairsselectedamong

C-a、5-5．and5-20conditionsbrtheothe「additivedura[iｏｎ．

次のように考えられる．２０秒間回転させることによ

って得られた順応効果は，回転をやめた後も少なくと

も２０秒経過するまで残存しており，休憩時間による

順応からの回復効果は小さい.5-5条件の錯覚量が20-

５条件と20-20条件の錯覚量にほぼ等しい結果から，

次のように考えられる．５秒間回転させることによっ

て得られる順応効果は，回転をやめて５秒経過する時

点までは，Ｚ0秒回転させた場合と変わらぬ順応の効

果が残存する．しかし，５－２０条件の錯覚量は，回転

持続の１０秒経過時点以後，ほかの条件に比べて錯覚

量が小さい事実から，次のように考えられる．５秒間

回転させることによって得られた順応効果は小さく，

従って，２０秒の休憩時間が経過するうちに急速に消

失する．

以上のように，本研究で得られた時間要因による順

応効果の現れ方は，視覚的な図形残効，運動感覚的な

図形残効の順応効果におけると同様の傾向を示した

(Ｈａｍｍｅｒ，1949；Singe「＆Day，1965)．ここで得られ

た事実は，Cormack(1972)の触的錯覚を成立させる順

応のメカニズムを直接明らかにするものではないが，

その原因が指の順応効果によるものであるとする考え

を支持するものである．

さて，５秒ごとに錯覚量について逐次口頭報告をす

るＣ－ａ条件と，６０秒経過後に－度だけ最終錯覚量を

口頭報告するＣ－ｂ条件の間で最終錯覚量に違いが見

られなかった．この結果から，CormacMl972)や渡辺

(1980)によって用いられたCormack(1972)の触的錯

覚を測定するやり方は，言語報告による加重効果を含

んでおらず，もっぱら，触的錯覚量そのものを捕らえ

ているものと考えられる．
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